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学位論文内容の要旨 

心アミロイドーシス患者では様々な不整脈を合併する事が知られているが、まだ不整脈

疾患の有病率は明らかとなっていない。このためタファミディスなどの新規治療薬が使用

可能となる前の心アミロイドーシス患者における不整脈疾患の有病率と治療法に関して検

討を行った。

2009 年から 2021 年にかけて西日本の 10 施設で心筋生検により組織学的に心アミロイ

ドーシスと診断された 53 名のうち、免疫染色により病型診断まで行われた 43 例で検討を

行った。13 例は短鎖(AL)アミロイドーシスで、30 例は ATTR アミロイドーシスであった。

43 例のうち 27 例(62.8%)で心房性不整脈、13 例(30.2%)で心室性不整脈、17 例(39.5%)で
徐脈性不整脈が認められた。最も多く認めた不整脈は心房細動で 24 例(55.8%)に認め、特

に ATTR アミロイドーシスで有意に多く認めた(ATTR:70.0%, AL:23.1%)。 
治療に関しては徐脈性不整脈に対して 3 例の症例でペースメーカーの植え込みが行われ、

中央値 76.7 ヶ月の観察期間で全例が生存していた。また 8 例で心房細動アブレーションが

行われ、中央値 39.3 ヶ月の観察期間で 6 例(75%)で不整脈の再発なく経過していた。 
心アミロイドーシス患者では不整脈の有病率は高く、心房細動が最も多く認められ、特に

ATTR アミロイドーシスにおいて高頻度に認められた。 

論文審査結果の要旨 

この研究では、心アミロイドーシス患者の不整脈疾患を明らかにしたものである。心アミ

ロイドーシス患者では様々な不整脈を合併する事が知られているが、まだ不整脈疾患の有

病率は明らかとなっていない。このためタファミディスなどの新規治療薬が使用可能とな

る前の心アミロイドーシス患者における不整脈疾患の有病率と治療法に関して検討を行っ

た。アミロイドーシスは短鎖(AL)アミロイドーシスと、トランスサイレチン（ATTR）アミ

ロイドーシスに分けられ、それぞれの群に対して検討した。最も多く認めた不整脈は心房細

動で 24 例(55.8%)に認め、特に ATTR アミロイドーシスで有意に多く認めた(ATTR:70.0%,
AL:23.1%)。心アミロイドーシス患者では不整脈の有病率は高く、心房細動が最も多く認め

られ、特に ATTR アミロイドーシスにおいて高頻度に認められた。

予備審査における疑問点、問題点：この研究の結果においては、心房細動の発生の違いが

何に起因するかが議論された。現在のところ、この部分は世界的にも明らかにされていない

が、AL アミロイドーシスは予後が悪く、進行も早いため不整脈の発生以前に死亡する可能

性が高い。このため統計的に不整脈が少ないことと結論づけられた。今後は更なる検討で、

心筋生検といった侵襲的な検査ではなく、非侵襲的な検査によって、アミロイドーシスの病

型分類が望まれた。この上でのこの研究の結果は、臨床上も有用な情報をもたらすと判断さ

れた。更なる研究の成果を期待したいと考えられた。したがって、この結果は重要な研究成

果と考えられ、この研究は価値ある業績と認められた。

よって、本研究者は博士（医学）の学位を得る資格があると認める。 

Prevalence and Treatment of Arrhythmias in Patients With 
Transthyretin and Light-Chain Cardiac Amyloidosis  
（トランスサイレチンおよび軽鎖(AL)心アミロイドーシス患者におけ

る不整脈疾患の有病率と治療）


